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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月24日(2015.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高時間的参照局所性を有するメモリ内容にアクセスする方法であって、
　データバッファに内容を記憶するステップと、
　スタックポインタを含むレジスタが、前記データバッファに対するロードとストアのた
めの基本レジスタとして使用されると決定するステップと、
　前記データバッファの前記内容が高時間的参照局所性を有することを示すフラグを前記
データバッファに設定するステップと、
　前記データバッファの前記内容が高時間的参照局所性を有すると前記フラグが示すとき
、前記内容を対象とする動作ごとに、キャッシュの代わりに前記データバッファにアクセ
スするステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記データバッファにおけるカウンタを初期化するステップと、
　前記データバッファが所定の数のクロックサイクル内でアクセスされた場合、前記カウ
ンタを増分するステップと、
　前記データバッファが前記所定の数のクロックサイクル内でアクセスされない場合、前
記カウンタを減分するステップと、
　前記カウンタが閾値より大きい場合、前記データバッファの前記内容が高時間的参照局
所性を有すると決定するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記カウンタが前記閾値より大きい場合、前記データバッファの割当て解除を防止する
ステップと、
　前記カウンタが前記閾値を下回る場合、前記キャッシュに前記内容を記憶し前記データ
バッファを割当て解除するステップと
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をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記データバッファの前記内容が高時間的参照局所性を有することを前記フラグが示す
場合、前記データバッファの割当て解除を防止するステップをさらに含む、請求項1に記
載の方法。
【請求項５】
　前記スタックポインタが変化すると、前記高時間的参照局所性を示すフラグを除去する
ステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記フラグが除去されると、前記キャッシュに前記内容を記憶し前記データバッファを
割当て解除するステップをさらに含む、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　高時間的参照局所性を有するメモリ内容にアクセスするための装置であって、
　データバッファに内容を記憶する手段と、
　スタックポインタを含むレジスタが、前記データバッファに対するロードとストアのた
めの基本レジスタとして使用されると決定する手段と、
　前記データバッファの前記内容が高時間的参照局所性を有することを示すフラグを前記
データバッファに設定する手段と、
　前記データバッファの前記内容が高時間的参照局所性を有すると前記フラグが示すとき
、前記内容を対象とする動作ごとに、キャッシュの代わりに前記データバッファにアクセ
スする手段と
を備える装置。
【請求項８】
　前記データバッファにおけるカウンタを初期化する手段と、
　前記データバッファが所定の数のクロックサイクル内でアクセスされた場合、前記カウ
ンタを増分する手段と、
　前記データバッファが前記所定の数のクロックサイクル内でアクセスされない場合、前
記カウンタを減分する手段と、
　前記カウンタが閾値より大きい場合、前記データバッファの前記内容が高時間的参照局
所性を有すると決定する手段と
をさらに備える、請求項7に記載の装置。
【請求項９】
　前記カウンタが前記閾値より大きい場合、前記データバッファの割当て解除を防止する
手段と、
　前記カウンタが前記閾値を下回る場合、前記キャッシュに前記内容を記憶し前記データ
バッファを割当て解除する手段と
をさらに備える、請求項8に記載の装置。
【請求項１０】
　前記データバッファが高時間的参照局所性を有することを前記フラグが示す場合、前記
データバッファの割当て解除を防止する手段をさらに備える、請求項7に記載の装置。
【請求項１１】
　前記スタックポインタが変化すると、前記高時間的参照局所性を示すフラグを除去する
手段をさらに備える、請求項7に記載の装置。
【請求項１２】
　前記フラグが除去されると、前記キャッシュに前記内容を記憶し前記データバッファを
割当て解除する手段をさらに備える、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　請求項1乃至6の何れか1項に記載の方法を実施するための命令を含む、高時間的参照局
所性を有するメモリ内容にアクセスするためのコンピュータ可読記憶媒体。
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